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問題Ⅱ－２ 

 





      
 

       

 
 
 

    
 

 
 

 
 

 
  

    
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

    

 

 



      
 

 
 

 
  



 

 

 

 

問題Ⅲ 

 





      
 

      
 

   

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 



      
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 題 文 
（選択科目） 

～05-2 有機化学製品～ 











 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～05-3 燃料及び潤滑油～ 









問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～05-4 高分子製品～ 



 

 

 

 

問題Ⅱ－１ 

 





選択科目  高分子製品 

平成２９年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    化学部門 

専門とする事項  合成樹脂の研究・分析」 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－１   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

 ( 1 ) . 分 子 量 分 布 を 求 め る 測 定 法  

 分 子 量 分 布 を 求 め る 代 表 的 な 測  

定 方 法 と し て 、 サ イ ズ 排 除 ク ロ マ  

ト グ ラ フ ィ ー （ S E C  ） を 挙 げ る 。  

 図 １ に 示 す よ う に 、 充 填 剤 を 含  

む カ ラ ム に サ ン プ ル を 通 過 さ せ る  

と 、 高 分 子 は す き 間 に 入 り 込 め ず  

に 短 時 間 で 溶 出 す る が 、 低 分 子 は  

す き 間 に 入 り 込 む た め 溶 出 時 間 が  

長 く な る 。 以 上 の よ う に 分 子 量 の  

大 き さ 毎 に サ ン プ ル を 分 離 す る 方  

法 で あ る 。  

( 2 ) . 分 子 量 分 布 を 制 御 す る 方 法  

 重 合 開 始 剤 の 量 を 変 え る 方 法 と 連 鎖 移 動 剤 を 添 加 す

る 方 法 を 挙 げ る 。  

 重 合 開 始 剤 の 量 を 減 ら す こ と で 、 容 易 に 高 分 子 量 化

す る こ と が で き る 点 が 長 所 で あ る が 、 分 子 量 分 布 が 広

く な る 点 は 短 所 で あ る 。 連 鎖 移 動 剤 を 添 加 す る 方 法 は 、

分 子 量 分 布 が 揃 う 長 所 が あ る が 、 高 分 子 量 化 で き な い

点 が 短 所 で あ る 。  

( 3 ) . 分 子 量 分 布 が 溶 融 粘 度 に 及 ぼ す 影 響  

 分 子 量 が 大 き く な る と 、 分 子 鎖 の か ら ま り 合 い が 多

く な り 、 高 せ ん 断 時 に 低 粘 度 化 す る チ キ ソ ト ロ ピ ー 性

が 得 ら れ る 。 こ の 特 徴 は 、 塗 料 の 塗 装 や 射 出 成 形 等 で

有 利 に 作 用 す る 。              以 上  



選択科目  高分子製品 

平成２９年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門       化学  部門 

専門とする事項  合成樹脂の研究・分析 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－３   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

( 1 ) . T P E  の 分 子 構 造  

 T P E  は 、 図 １ に 示 す よ う に ハ ー  

ド セ グ メ ン ト と ソ フ ト セ グ メ ン ト  

で 成 り 立 っ て い る 。  

 ハ ー ド セ グ メ ン ト は 、 形 状 を 維  

持 す る た め の 骨 格 の 役 割 を 担 う 。  

 一 方 、 ソ フ ト セ グ メ ン ト は 伸 長  

す る こ と で 弾 性 を 与 え る 役 割 を 果  

た す 。  

 加 硫 ゴ ム は 、 硫 黄 に よ る 架 橋 構  

造 を 有 し て い る 。  

( 2 ) . T P E  の 長 所 と 短 所  

 T P E  は 、 加 硫 ゴ ム と は 異 な り 架 橋 構 造 を も た な い た

め 、 加 熱 す る こ と に よ り 成 形 加 工 す る こ と が で き る 。

し た が っ て 、 リ サ イ ク ル の 観 点 か ら も こ の 性 質 は 長 所

で あ る 。  

 一 方 、 T P E  の 短 所 は 高 温 条 件 下 や 使 用 環 境 に よ っ て

は 形 状 が 変 形 し て し ま う 点 を 挙 げ る 。 加 硫 ゴ ム で あ れ

ば 、 架 橋 構 造 を 持 つ た め 変 形 が 発 生 し づ ら い 。  

( 3 ) . T P E  の 代 表 例  

 T P E の 代 表 例 と し て ウ レ タ ン T P E  を 挙 げ る 。  

原 料 と し て ジ イ ソ シ ア ネ ー ト と ジ オ ー ル を 用 い 、 イ

ソ シ ア ネ ー ト と 水 酸 基 の 付 加 重 合 が 進 行 す る こ と で 合

成 さ れ る 。 ウ レ タ ン T P E は 、 ホ ー ス 等 の 用 途 に 活 用 さ

れ て い る 。                 以 上  



 

 

 

 

問題Ⅱ－２ 

 





選択科目   高分子製品 

平成２９年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門       化学   部門 

専門とする事項  合成樹脂の研究・分析 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－２   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

 ( 1 ) . 条 件 を 満 た す 樹 脂 の 組 み 合 わ せ  

 ガ ス バ リ ア 性 を 有 す る 樹 脂 と  

し て 、 モ ン モ リ ト ナ イ ト 等 の ナ  

ノ コ ン ポ ジ ッ ト を 配 合 し た 樹 脂  

を 提 案 す る 。 モ ン モ リ ト ナ イ ト  

は 、 自 己 組 織 化 に よ り 層 状 の 壁  

を 形 成 し 、 ガ ス の 流 れ を 止 め る  

役 割 を 果 た す 。  

 ま た 、 モ ン モ リ ト ナ イ ト は 、  

ポ リ エ チ レ ン の 結 晶 化 を 促 進 す  

る 効 果 も 得 ら れ る 。 結 晶 化 が 進 む こ と に よ っ て す き 間

の 少 な い 樹 脂 を 形 成 し 、 よ り 高 い ガ ス バ リ ア 性 能 が 得

ら れ る 。  

( 2 ) . 生 産 性 の 高 い 成 形 方 法  

 生 産 性 の 高 い 成 形 方 法 と し て 、  

圧 縮 成 形 を 挙 げ る 。  

 圧 縮 成 形 は 、 図 ２ に 示 す よ う に  

金 型 を 押 し 付 け る こ と に よ り 成 形  

す る 方 法 で 、 生 産 性 の 高 い 成 形 方  

法 で あ る 。  

 ま た 、 モ ン モ リ ト ナ イ ト 等 の ナ  

ノ コ ン ポ ジ ッ ト が 含 ま れ て い て も  

偏 り な く 成 形 で き る 。  

 以 上 か ら 、 ね じ 口 の 中 空 容 器 に  

適 し た 成 形 方 法 で あ る と 考 え る 。  



平成２９年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

( 3 ) . 量 産 前 に 調 査 し て お く べ き 事 項  

 量 産 試 作 前 に 調 査 し て お く べ き 事 項 を 以 下 に ５ 点 挙

げ て 説 明 す る 。  

ⅰ )  市 場 調 査  

 B 社 以 外 の 会 社 へ 販 売 で き な い か を 確 認 す る た め 、

市 場 調 査 を 行 う 。 そ の 理 由 は 、 製 造 規 模 が 加 工 費 に 直

結 す る た め で あ る 。  

ⅱ )  特 許 の 先 行 技 術 調 査  

 他 社 の 出 願 特 許 に 試 作 品 が 該 当 し て い な い か を 把 握

す る と 共 に 、 戦 略 的 出 願 を 計 画 す る 。  

ⅲ ) 環 境 に 関 す る 法 令 順 守  

 清 算 に 伴 い 関 連 す る 法 令 を 調 べ 、 順 守 す る 。  

ⅳ ) 製 品 の 性 能 の 確 認  

 ラ ボ で 製 造 し た 製 品 が 要 求 性 能 を 満 た し て い る か を

確 認 し て お く 。  

ⅴ ) 安 全 性 の 確 認  

 残 留 し た 原 料 等 が 人 の 安 全 に 与 え る 影 響 を 確 認 す る 。  

( 4 ) . 本 格 生 産 前 に 把 握 し て お く べ き 事 項  

 本 格 生 産 前 に 、 ① 原 料 の 受 け 入 れ 規 格 の 決 定 、 ② 製

品 の 品 質 管 理 項 目 の 確 認 、 ③ 顧 客 の ニ ー ズ に 変 化 が な

い か 確 認 、 ④ 原 料 の 入 手 経 路 の 確 認 、 ⑤ 製 造 コ ス ト の

５ 点 を 把 握 し て お く べ き で あ る 。  

 ク レ ー ム の な い 顧 客 満 足 度 の 高 い 製 品 を 開 発 す る た

め 、 品 質 管 理 部 門 や 物 流 部 門 、 営 業 部 門 と 連 携 し て 業

務 を 進 め る べ き で あ る 。           以 上  



 

 

 

 

問題Ⅲ 

 







選択科目   高分子製品 

平成２９年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門      化学 部門 

専門とする事項  合成樹脂の研究・分析 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－２   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

( 1 ) . 我 が 国 の 石 油 化 学 が コ ン ビ ナ ー ト を 持 つ 長 短  

 我 が 国 の 石 油 化 学 コ ン ビ ナ ー ト の 長 所 は 、 石 油 を 大

量 に 受 け 入 れ る こ と が 出 来 る 点 で あ る 。 安 価 に 入 手 し

た 石 油 を 使 っ て 高 付 加 価 値 製 品 を 開 発 す る こ と で 、 国

際 競 争 力 を 獲 得 し て い る 。  

 一 方 、 石 油 化 学 コ ン ビ ナ ー ト の 短 所 は 、 石 油 資 源 の

枯 渇 、 石 油 の 価 格 変 動 の 影 響 を 大 き く 受 け る 点 で あ る 。  

 長 期 的 観 点 で は 、 北 米 の シ ェ ー ル ガ ス 革 命 、 中 国 の

経 済 成 長 減 少 、 中 東 で の 石 油 化 学 の 開 発 強 化 の 影 響 に

よ っ て 石 油 の 価 格 は 大 き く 変 動 し 、 我 が 国 の 石 油 化 学

産 業 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 が 懸 念 さ れ て お り 、 持 続 可

能 な 製 品 開 発 が 必 要 で あ る 。  

( 2 ) . ナ フ サ 分 解 系 と エ タ ン 分 解 系 の 長 短  

 ナ フ サ 分 解 系 石 油 化 学 は 、 炭 素 数 の 大 き い 化 成 品 を

含 む 多 様 な 製 品 群 を 有 す る 点 が 強 み で あ る 。 例 え ば 、

ブ タ ジ エ ン 、 ブ テ ン 、 芳 香 族 炭 化 水 素 等 の 化 成 品 を 得

る こ と が で き 、 こ れ ら の 化 成 品 が 高 付 加 価 値 製 品 の 開

発 を 支 え て い る 。  

 一 方 、 エ タ ン 分 解 系 は 、 エ チ レ ン や 塩 化 ビ ニ ル 等 、

限 ら れ た 製 品 し か 得 る こ と が 出 来 な い 点 が 短 所 で あ る 。  

 ナ フ サ 分 解 系 石 油 化 学 の 短 所 は 、 精 製 プ ロ セ ス が 多

く 複 雑 で 、 エ ネ ル ギ ー の 使 用 量 が 多 い 点 で あ る 。 一 方 、

エ タ ン 分 解 系 石 油 化 学 は 、 シ ン プ ル な プ ロ セ ス で エ ネ

ル ギ ー 使 用 量 が 少 な く C O 2 排 出 量 が 抑 え ら れ る 点 や 、

設 備 の 建 設 コ ス ト が 安 い 点 が 長 所 で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

( 3 ) . 国 際 競 争 力 強 化 の た め の 方 策  

 石 油 化 学 工 業 の 国 際 競 争 力 強 化 の た め の 方 策 を 以 下

に ４ 点 挙 げ る 。  

ⅰ )  海 外 留 学 支 援 制 度 の 導 入  

 我 が 国 で は 、 大 き な 経 済 成 長 が 見 込 め な い た め 、 石

油 化 学 工 業 の 継 続 的 な 成 長 の た め に は 海 外 の 成 長 市 場

の 需 要 確 保 が 必 要 で あ る 。 海 外 市 場 に 精 通 し た 社 員 を

育 成 す る た め 、 海 外 留 学 支 援 制 度 の 導 入 を 提 案 す る 。  

 こ の 方 策 に よ っ て 、 海 外 市 場 で の 我 が 国 の シ ェ ア が

上 が り 、 国 際 競 争 力 の 獲 得 に 繋 が る と 考 え る 。  

ⅱ )  博 士 課 程 修 了 者 の 就 職 支 援  

 我 が 国 で は 、 博 士 課 程 修 了 者 の 就 職 が 十 分 確 保 さ れ

て い な い 。 優 れ た 研 究 者 を 育 成 す る に は 、 就 職 支 援 体

制 を 整 え 、 博 士 に 進 む 学 生 が 安 心 し て 研 究 に 打 ち 込 め

る 環 境 を 整 え る べ き で あ る 。  

ⅲ )  石 油 化 学 メ ー カ ー の 共 同 研 究 強 化  

 石 油 化 学 メ ー カ ー が 各 々 個 々 に 研 究 開 発 を 進 め る よ

り も 、 共 通 の 課 題 は 石 油 化 学 メ ー カ ー 同 士 で 協 力 し て

進 め る こ と で 、 研 究 開 発 の 効 率 化 や 大 き な 成 果 に 繋 が

る 。 石 油 精 製 メ ー カ ー も 含 め オ ー ル ジ ャ パ ン 体 制 で 臨

み 、 更 な る 国 際 競 争 力 の 獲 得 を 目 指 す 。  

ⅳ )  石 油 化 学 コ ン ビ ナ ー ト の 合 理 化  

 石 油 化 学 製 品 の 製 品 コ ス ト を 削 減 し 、 国 際 競 争 力 を

高 め る た め 、 エ チ レ ン ク ラ ッ カ ー の 基 数 や 規 模 の 見 直

し を 行 う べ き で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

( 4 ) . 社 会 へ の 貢 献 度 が 高 い ポ リ マ ー  

 医 療 分 野 で は 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク を 挙 げ る 。  

 具 体 的 に は 、 乳 酸 と グ リ コ ー ル 酸 を 共 重 合 さ せ た ポ

リ マ ー で 作 ら れ た 吸 収 性 縫 合 糸 や 、 ポ リ 乳 酸 で 作 ら れ

た 骨 固 定 材 等 で あ る 。 こ れ ら の 開 発 に よ り 、 抜 糸 等 が

不 要 と な り 、 患 者 へ の 負 担 が 軽 減 さ れ る 。  

 農 業 分 野 で は 、 高 吸 水 性 ポ リ マ ー を 挙 げ る 。  

 水 分 と 栄 養 分 を 高 吸 水 性 ポ リ マ ー に 吸 収 さ せ る こ と

に よ っ て 、 不 良 農 地 で も 農 作 物 の 育 成 が 可 能 と な る 。  

 バ イ オ プ ラ ス チ ッ ク の 注 目 に よ り 食 料 需 給 問 題 が 懸

念 さ れ て い る が 、 高 吸 水 性 ポ リ マ ー を 用 い て 不 良 農 地

を 農 業 用 地 に 転 換 す る こ と で 、 こ の 問 題 は 解 決 す る 。

ま た 、 C O 2 吸 収 量 増 加 に よ る 温 暖 化 抑 制 も 期 待 さ れ る 。  

( 5 ) . 海 外 展 開 を 進 め る 上 で 効 果 的 な 事 項  

 石 油 化 学 企 業 が 海 外 展 開 を 進 め る 上 で 効 果 的 な 事 項

を 以 下 に ３ 点 挙 げ る 。  

ⅰ )  現 地 の 人 材 確 保  

 現 地 の 市 場 に 精 通 し た 人 材 を 採 用 す る 。  

ⅱ )  原 料 等 の 物 流 整 備 や 設 備 の 確 保  

ⅲ )  戦 略 的 特 許 網 の 構 築  

 ⅰ ) ～ ⅲ ) を 進 め る 上 で の 留 意 点 は 、 我 が 国 で 最 適 化

さ れ た 製 品 が 必 ず し も 現 地 で 受 け 入 れ ら れ る と は 限 ら

な い 点 で あ る 。 そ の た め 、 ⅰ )  は 重 要 で あ る 。 情 報 漏

洩 は 競 争 力 低 下 を 招 く の で 、 長 期 雇 用 や 情 報 管 理 徹 底

に よ り 信 頼 関 係 を 築 く こ と が 重 要 で あ る 。   以 上  
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( 1 )  水 素 エ ネ ル ギ ー の 普 及 に 向 け た 課 題 を 以 下 に ２ 点

述 べ る 。  

① 水 素 製 造 、 貯 蔵 、 輸 送 時 の 排 出 C O 2 の 低 減  

 将 来 的 に は C O 2 フ リ ー 水 素 の 確 立 が 目 指 さ れ る が 、

フ ェ ー ズ 2 ま で は 化 石 燃 料 由 来 の 水 素 利 用 が 中 心 に な

る と 想 定 さ れ る 。 よ っ て 、 水 素 製 造 時 の C O 2 排 出 低 減

が 課 題 で あ る 。 ま た 、 水 素 の 液 化 温 度 は － 2 5 2  ℃ で あ

り 、 他 の 燃 料 に 比 べ 貯 蔵 、 輸 送 に 大 き な エ ネ ル ギ ー を

要 す る 問 題 が あ る 。こ れ は 、C O 2 排 出 増 加 に も 繋 が る 。

よ っ て 、 水 素 の 貯 蔵 、 輸 送 効 率 の 改 善 も 課 題 で あ る 。  

② 水 素 利 用 に 向 け た 水 素 発 電 、 燃 料 電 池 技 術 の 課 題  

 水 素 発 電 で は 既 存 の L N G 火 力 発 電 と の 混 焼 や 専 焼

設 備 へ の 改 造 等 に よ る 利 用 拡 大 が 可 能 で あ る が 、 水 素

は L N G に 対 し て 燃 焼 温 度 が 高 く 、 燃 焼 速 度 が 速 く 、

N O x 等 の 生 成 量 が 増 加 す る 違 い が あ る た め 、 発 電 設 備

の 技 術 確 立 が 課 題 で あ る 。 ま た 、 燃 料 電 池 自 動 車 に 使

用 さ れ る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 は 技 術 確 立 さ れ て い る

が 、 機 器 点 数 の 削 減 等 に よ る コ ス ト ダ ウ ン や 水 素 ス テ

ー シ ョ ン の イ ン フ ラ 整 備 が 課 題 で あ る 。  

( 2 )  課 題 解 決 の た め の 具 体 的 提 案  

 ( 1 )  ① で 挙 げ た 課 題 解 決 策 と し て 、 製 造 時 の C O 2 低

減 策 を 2 点 、貯 蔵 、輸 送 時 の C O 2 低 減 策 を 1 点 述 べ る 。  

( a ) 化 石 燃 料 か ら の 水 素 製 造 時 の C C S 利 用  

 化 石 燃 料 か ら 水 蒸 気 改 質 に よ り 水 素 を 製 造 す る 場 合 、

C O 2 が 発 生 す る 。 ま た 、 製 油 所 や 製 鉄 所 の 副 生 水 素 は
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既 に ボ イ ラ ー 等 の 燃 料 に 使 用 さ れ て お り 、 こ れ ら の 水

素 を 活 用 す る 場 合 も 代 替 燃 料 の 利 用 に よ り C O 2 が 発

生 す る 。 こ れ ら の 水 蒸 気 改 質 や ボ イ ラ ー の 燃 焼 ガ ス か

ら 発 生 し た C O 2 の 回 収 プ ロ セ ス と し て は 、 常 圧 か ら の

大 量 の C O 2 回 収 に 適 し た 化 学 吸 収 法 が 有 効 で あ る 。  

( b ) 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 活 用 し た 水 素 製 造  

 太 陽 光 や 風 力 に よ り 発 電 し た 電 気 を 用 い て C O 2 フ

リ ー の 水 素 を 製 造 す る 方 法 で 、 P o w e r  t o  G a s 技 術 と し

て 注 目 さ れ て い る 。 直 接 電 気 と し て 使 用 す る 場 合 に 比

べ て 効 率 は 落 ち る が 、 電 気 に 比 べ て 多 く の 容 量 を 長 い

期 間 保 存 す る の に 適 し て い る 。  

( c ) 有 機 ハ イ ド ラ イ ド 技 術 の 活 用  

 水 素 を 有 機 物 と 結 合 さ せ 、 有 機 ハ イ ド ラ イ ド と し て

貯 蔵 、 運 搬 す る 技 術 で あ る 。 例 え ば 、 水 素 を ト ル エ ン

と 反 応 さ せ て メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン と す る こ と で 、 気

体 状 態 の 水 素 を 約  5 0 0  分 の  1  の 体 積 に す る こ と が

可 能 で あ る 。 液 化 輸 送 に 比 較 し て 水 素 添 加 設 備 と 脱 水

素 反 応 設 備 が 必 要 に な る 一 方 、 常 温 、 常 圧 で の 取 扱 い

が 可 能 と な り 水 素 液 化 設 備 が 不 要 と な る 。 ま た 、 ト ル

エ ン 、 メ チ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン と も に ガ ソ リ ン と 同 じ 第

一 石 油 類 で あ り 、 既 存 の 石 油 製 品 流 通 イ ン フ ラ が 活 用

可 能 で あ る 。  

( 3 ) 実 行 上 の リ ス ク と 対 処  

( a ) 化 石 燃 料 か ら の 水 素 製 造 時 の C C S 利 用  

 化 石 燃 料 か ら の 水 素 製 造 時 に C C S を 用 い る 場 合 、 水
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素 製 造 コ ス ト が ア ッ プ す る こ と か ら 、 C C S の コ ス ト ダ

ウ ン と 制 度 面 で の イ ン セ ン テ ィ ブ の 付 与 が 必 要 と 考 え

る 。 特 に C O 2 の 分 離 回 収 設 備 の 投 資 や 稼 働 に 係 る コ ス

ト が 高 い た め 、 吸 収 プ ロ セ ス に お け る 新 た な 吸 収 液 の

開 発 等 が 必 要 で あ る 。 新 た な 吸 収 液 と し て 、 C O 2 を 吸

収 す る 前 は 均 一 相 、 吸 収 後 は C O 2 濃 縮 相 と 希 釈 相 に 分

離 さ れ る 相 分 離 型 C O 2 吸 収 液 や C O 2 吸 収 量 が 非 常 に

大 き い イ オ ン 液 体 の 実 用 化 が 期 待 さ れ る 。  

（ b ） 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 活 用 し た 水 素 製 造  

 現 時 点 で 実 用 段 階 に あ る 水 電 解 技 術 と し て 、 ア ル カ

リ 水 電 解 や 固 体 高 分 子 形 水 電 解 が 挙 げ ら れ る 。 水 電 解

装 置 に つ い て は 水 電 解 効 率 の 向 上 、 コ ス ト の 低 減 、 耐

久 性 の 向 上 を 目 指 し た 技 術 開 発 が 必 要 で あ る 。 一 例 と

し て 固 体 高 分 子 形 水 電 解 で は 、 水 電 解 効 率 や 変 動 へ の

追 従 性 に 関 し て は 高 い 性 能 を 有 す る が 、 電 極 触 媒 に 高

価 な 白 金 系 部 材 が 用 い ら れ て お り 設 備 コ ス ト が 高 い た

め 、 白 金 使 用 量 の 低 減 が 必 要 で あ る 。  

（ c ） 有 機 ハ イ ド ラ イ ド の 活 用  

 水 素 ス テ ー シ ョ ン で の 利 用 を 想 定 し た 場 合 、 ト ル エ

ン と 水 素 を 分 離 さ せ て 水 素 を 取 り 出 す 際 の 脱 水 素 反 応

の 反 応 速 度 が 十 分 で な く 、 ま た こ の 際 に 副 生 成 物 の 混

入 も 生 じ る 。 よ っ て 、 反 応 速 度 を ア ッ プ さ せ る た め の

触 媒 開 発 や 効 率 的 な 不 純 物 除 去 プ ロ セ ス の 構 築 が 必 要

で あ る 。                   

以 上  
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